
　

今
、
様
々
な
も

の
が
世
代
交
代
の

時
期
に
来
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
『
第

５
世
代
』
へ
と
移

り
変
わ
っ
て
い
る

も
の
に
、
戦
闘
機

が
あ
る
▼
Ｆ-

35

戦
闘
機
。
し
ば
ら

く
前
か
ら
世
間
を
賑
わ
せ
て
い

る
第
５
世
代
戦
闘
機
だ
。
兵
器

と
い
う
も
の
は
、
世
代
が
異
な

れ
ば
、
そ
の
戦
力
差
は
極
め
て

大
き
く
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
Ｆ

-

22
お
よ
び
Ｆ-

35
、
ロ
シ
ア
の

Ｓ
ｕ-

50
、
中
国
の
Ｊ-

20
等
、

各
国
が
第
５
世
代
戦
闘
機
を

続
々
と
開
発
・
配
備
す
る
中
、

十
分
な
抑
止
力
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
我
が
国
で
も
第
５
世

代
戦
闘
機
の
配
備
が
必
要
に
な

る
。
そ
の
た
め
、
航
空
自
衛
隊

で
は
Ｆ-

35
戦
闘
機
の
配
備
を

進
め
て
い
る
。
だ
が
、
世
代
が

新
し
く
な
れ
ば
、
そ
の
更
新
・

運
用
の
コ
ス
ト
は
増
加
す
る
傾

向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
外
交

に
よ
っ
て
国
際
緊
張
を
解
き
、

軍
事
に
多
く
の
コ
ス
ト
を
割
か

な
く
て
よ
い
世
界
を
作
っ
て
い

く
こ
と
も
大
切
だ
▼
職
場
環
境

も
同
様
に
、
時
代
に
合
わ
せ
て

シ
ス
テ
ム
や
労
働
条
件
を
更
新

し
て
い
く
こ
と
は
必
須
だ
。
だ

が
、
そ
れ
が
労
働
条
件
の
改
善

に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な
い
。

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
時

代
に
合
わ
せ
変
わ
っ
て
い
く
中
、

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
や
労
働

条
件
を
目
指
す
べ
き
か
、
仲
間

た
ち
で
情
報
を
共
有
し
、
議
論

を
深
め
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
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１
月
20
日
、
県
本
部
春
闘
討
論
集
会
が
盛
岡
市
内
で
開
催
さ
れ
、
県
職
労
か
ら
32
人
が
参

加
し
た
。
集
会
で
は
、
春
闘
は
、
民
間
の
労
働
組
合
が
産
業
別
に
ま
と
ま
り
賃
金
等
の
労
働

条
件
改
善
交
渉
を
行
う
も
の
。
公
務
員
労
働
者
も
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
、
労
働
者
全
体

の
賃
金
の
底
上
げ
を
実
現
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
共
有
。
そ
の
う
え
で
、
23
確
定
闘
争

か
ら
続
く
継
続
課
題
と
職
場
実
態
の
改
善
に
向
け
て
春
闘
か
ら
要
求
交
渉
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
意
思
統
一
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
、
伊
藤
県
本

部
委
員
長
が
「
上
部
団
体
加
盟

が
な
い
単
組
は
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
（
国
の
平
均
給
与
を
１
０

０
と
し
た
場
合
の
自
治
体
の
給

与
指
数
の
こ
と
）
が
低
い
傾
向

が
あ
り
、
そ
も
そ
も
組
合
が
な

い
と
こ
ろ
は
さ
ら
に
低
い
。
自

治
労
の
力
は
大
き
い
。
組
合
員

の
結
集
で
２
０
２
４
春
闘
を
取

り
組
も
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

基
調
講
演
と
し
て
、
自

治
労
本
部
伊
藤
書
記
長
が

「
職
場
か
ら
の
24
春
闘
・

な
ん
で
春
闘
取
り
組
む
な

や
」
と
題
し
て
講
演
。
働

く
条
件
は
労
働
組
合
が
強

け
れ
ば
労
働
者
に
有
利

に
、
労
働
組
合
が
弱
け
れ

ば
労
働
者
に
不
利
に
決
ま

る
。
何
も
し
な
け
れ
ば
、

勝
手
に
決
め
ら
れ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
組
合
員
が
き

ち
ん
と
結
集
し
、
粘
り
強

く
要
求
し
続
け
る
こ
と
が

重
要
。
参
加
す
る
春
闘
、

支
え
あ
う
基
本
権
を
意
識

し
た
組
織
運
動
に
取
り
組
も
う

と
結
集
を
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
県
本
部
及
川
書
記

長
か
ら
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
も
と
に
賃
金
引
上
げ
月
額

１
９
，０
０
０
円
と
す
る
こ
と
、

年
齢
別
の
目
標
到
達
に
向
け
、

初
任
給
の
引
上
げ
、
中
途
採
用

者
の
格
付
け
改
善
、
昇
給
・
昇

格
運
用
改
善
、
人
員
確
保
、
長

時
間
労
働
の
是
正
な
ど
を
柱
と

し
た
春
闘
方
針
の
提
起
が
あ
っ

た
。

県
職
労
分
科
会　

　

県
職
労
分
科
会
で
は
、
拡
大

中
央
闘
争
委
員
会
・
支
部
代
表

者
会
議
を
開
催
し
、
春
闘
要
求

は
じ
め
当
面
す
る
諸
課
題
に
つ

い
て
討
論
し
た
。

❶
春
闘
要
求
書

　

春
闘
要
求
書
は
、
春
闘
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
（
裏
面
参
照
）

長
年
の
活
躍
に
感
謝

　

１
月
19
日
、
盛
岡
市
・
エ
ス

ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
に
お
い
て
、

総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
が
開
催
し

た
「
ゆ
う
ゆ
う
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

セ
ミ
ナ
ー
」
終
了
後
、
セ
ミ
ナ

ー
に
出
席
し
た
２
０
２
４
年
３

月
末
退
職
予
定
の
組
合
員
・
準

組
合
員
を
対
象
と
し
て
、
県
職

労
本
部
主
催
の
「
先
輩
組
合
員

へ
の
説
明
会
」
を
開
催
し
た
。

今
年
度
は
定
年
引
上
げ
初
年
度

で
あ
り
、
60
歳
に
到
達
し
て
も

直
ち
に
退
職
と
は
な
ら
な
い
た

め
、
参
加
対
象
者
は
例
年
よ
り

も
小
規
模
と
な
っ
た
が
、
組
合

員
・
準
組
合
員
12
人
が
参
加
し

た
。

　

冒
頭
、
野
中
靖
志
特
別
中
央

執
行
委
員（
盛
岡
市
議
会
議
員
）

が
、「
皆
様
と
同
い
年
で
あ
る

が
、
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
い

て
今
の
立
場
が
あ
る
こ
と
に
感

謝
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

そ
の
後
、
小
田
嶋
中
央
執
行
委

員
長
が
「
皆
様
が
新
採
用
の
頃

の
１
９
８
２
年
、
４
週
５
休
制

導
入
と
引
き
か
え
に
夏
季
休
暇

（
職
専
免
）
を
廃
止
す
る
当
局

提
案
が
あ
り
、
知
事
室
前
で
の

座
り
込
み
行
動
を
し
な
が
ら
、

交
渉
で
跳
ね
返
し
た
。
今
の
労

働
条
件
が
あ
る
の
は
、
先
輩
の

皆
様
の
取
組
の
お
か
げ
で
あ

る
」
と
、
過
去
の
課
題
を
挙
げ

な
が
ら
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

佐
々
木
書
記
長
か
ら
は
、
２

０
２
３
確
定
闘
争
に
お
け
る
取

組
状
況
と
到
達
点
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
そ
の
後
、
藤
村
書
記

次
長
か
ら
、
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
と
な
っ
た
場
合

に
お
け
る
県
職
労
加
入
と
、
県

職
労
総
合
共
済
制
度
に
お
け
る

退
職
者
及
び
再
任
用
職
員
等
を

対
象
と
し
た
「
準
組
合
員
乙
」

へ
の
加
入
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　

説
明
会
終
了
後
は
、
懇
親
会

に
移
行
し
、各
参
加
者
か
ら
は
、

組
合
へ
の
加
入
の
き
っ
か
け
、

こ
れ
ま
で
組
合
で
取
り
組
ん
で

き
た
諸
課
題
に
ど
う
向
き
合
っ

て
き
た
か
、
昨
今
の
職
場
課
題

に
つ
い
て
県
職
労
の
取
組
に
何

を
期
待
す
る
か
等
、
様
々
な
話

題
で
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
っ

た
。

「
参
加
す
る
春
闘
」

「
参
加
す
る
春
闘
」

　
　
　
　
　
　
　
で

　
　 

賃
金
・
職
場
課
題
の
改
善
を
‼

を
踏
ま
え
作
成
。
重
点
項
目
と

し
て
、
東
北
最
下
位
の
初
任
給

格
付
け
の
改
善
、
55
歳
昇
給
抑

制
の
撤
廃
、
専
門
職
の
人
材
確

保
に
向
け
た
処
遇
改
善
、
自
己

負
担
解
消
に
向
け
た
諸
手
当
改

善
な
ど
10
項
目
を
挙
げ
た
。

　

要
求
書
は
、
３
月
２
日
開
催

の
臨
時
大
会
に
お
い
て
決
定

し
、
春
闘
方
針
確
立
後
実
施
す

る
人
事
課
長
交
渉
に
お
い
て
提

出
す
る
予
定
。

❷
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
・
勤
務

間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
課
題

【
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
】

　

１
月
か
ら
対
象
者
を
拡
充
し

試
行
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
局

は
、
３
月
に
実
施
予
定
の
全
職

員
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
り
検
証
を
行
う
と
し

て
お
り
、
県
職
労
と
し
て
も
検

証
に
関
わ
り
、
安
易
な
本
格
実

施
へ
の
移
行
と
な
ら
な
い
よ

う
、
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し

た
。

【
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
】

　

当
局
は
、
２
０
２
４
年
４
月

か
ら
試
行
導
入
し
た
い
と
し
て

い
る
が
、
職
場
か
ら
は
、
勤
務

時
間
の
管
理
が
煩
雑
化
す
る
こ

と
、
隠
れ
超
勤
や
サ
ー
ビ
ス
残

業
の
温
床
と
な
る
こ
と
へ
の
懸

念
な
ど
が
意
見
と
し
て
出
さ
れ

て
い
る
。
当
局
に
対
し
、
勤
務

時
間
管
理
の
徹
底
、
長
時
間
労

働
の
是
正
に
向
け
た
人
員
増
な

ど
、
対
応
を
求
め
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

▲挨拶する野中靖志特別中央執行委員（右）

▲講演する伊藤功自治労本部書記長

▲自治労県本部２０２４春闘討論集会のようす

２
０
２
４ 

自
治
労
県
本
部
春
闘
討
論
集
会

❸
新
採
用
加
入
対
策

　

23
新
採
用
未
加
入
者
に
対

し
、
１
〜
２
月
を
重
点
期
間
と

位
置
づ
け
、
教
宣
物
の
配
布
や

学
習
会
の
開
催
に
よ
り
必
ず
１

度
は
声
掛
け
を
し
、
加
入
促
進

に
取
り
組
む
よ
う
各
支
部
に
対

し
要
請
し
た
。
24
新
採
用
加
入

対
策
に
向
け
て
は
、
各
支
部
で

の
加
入
促
進
対
策
会
議
の
開
催

な
ど
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
は

か
っ
た
。

先
輩
組
合
員
へ
の
説
明
会
を
開
催

能登半島地震による
災害支援カンパ

御協力ありがとうございました
災害派遣に係る労働条件は、その都度人事課に確認しています。

労働条件をめぐる課題は、県職労に随時お知らせ願います。

県
職
連
合
第

回
・
県
職
労

第
１
３
１
回
臨
時
大
会

35

◆
日　

時　

２
０
２
４
年
３
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
　

時
〜

◆
場　

所　
盛
岡
市
勤
労
福
祉
会
館 

５
階
大
ホ
ー
ル

13



一関支部 二戸支部

県庁・盛岡支部

久慈支部

気仙支部

釜石支部
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自
治
労
県
本
部
２
０
２
４
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト

【
県
職
労
】
集
計
結
果

胆江支部

1.5胆江支部旗開き
1.9 気仙支部旗開き

1.10久慈支部旗開き
1.10宮古支部旗開き

1.10県庁・盛岡支部合同旗開き

1.10胆江支部旗開き（江刺分庁舎）

1.10二戸支部旗開き
1.11一関支部旗開き

1.11花巻支部旗開き

1.11釜石支部旗開き

1.12一関支部旗開き（千厩分庁舎）

1.12宮古支部旗開き（岩泉合庁）

1.10花巻支部旗開き（遠野合庁）

　各支部で旗開きが開催
され、２０２４年の運動
前進に向けて意思統一を
はかった。当面する春闘
勝利に向けて全力で取り
組もう。

旗開き２０２４

宮古支部

花巻支部


